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0YX となる確率は、 )0,0(),( YX より 2
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1YX となる確率は、 )0,1(),1,0(),( YX より 3
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2YX となる確率は、 )0,2(),1,1(),2,0(),( YX より 
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したがって、 1 nk でも成立し、 ,6,5,4n でも順次成立することが示された。 1
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ここで、 10 0  p とすると 
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確かに 10 0  p を満たすので、
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